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山形県の学校における防災教育の実態と課題













































































表 1 アンケートの配布 ･回収状況
配布 回収.同率
小学校 331 238 71.9
中学校 126 81 64.3



















Q1.避難訓練は年に何回行っていますか 小 中 高 計
0回 31.5 0.0 01 46 17
2回 0.4 8.6 63.0 ll.3 42
3回 14.7 85.2 1.9 28.2 105
4回 45.8 4.9 3.7 30.8 115
5回以上 39.1 24.9 93
NA 1.2 0.3 1
最下行と右端列以外は%
表3 避難訓練の想定対象
Q1_2.何を想定した避難訓練を行っていますか 小 中 高 計
地震 99.6 97.5 79.6 96.2 359
津波 3.8 1.9 2.7 10
洪水 0.4 0.3 1
土砂崩れ 0.0 0
雷雨
火災 100.0 98.8 100.0 99.7 372
不審者侵入 84.0 65.4 16.7 70.2 262




Q1ー3.避難訓練ではどのような内容を行っていますか 小 中 高 計
避難誘導 100.0 100.0 98.1 99.7 372
初期消火 46.6 37.0 90.7 50.9 190
情報伝達 71.0 70.4 61.1 69.4 259
保護者への引渡し 2.5 1.6 6
消防署や地域等と連携 61.3 56.8 92.6 64.9 242
地震についての講話 56.3 50.6 46.3 53.6 200
地震体験車体験 21.8 9.9 24.1 19.6 73
スモークハウス体験 15.5 7.4 16.7 13.9 52
避難所支援活動 1.9 0.3 1
応急処置の技能 5.0 7.4 13.0 6.7 25




























Q2.貴校では教職員向けに防災教育の研修を行っていますか 小 中 高 計
学校独自に行っている 41.2 33.3 22.2 36.7 137
行っていない 58.4 64.2 77.8 62.5 233
NA 0.4 2.5 0.8 3
最下行と右端列以外は%
表6 教職員研修で想定の災害
Q2_2.何の災害を想定した研修を行っていますか 小 中 高 計





火災 39.8 77.8 58.3 48.9 67
その他 68.4 33.3 41.7 59.1 81




Q3 日本体育.学校健康センター｢教職員のための防災事典｣につ 小 中 高 計
活用している 9.2 4.9 7.4 8.0 30
配備されているが活用していない 16.0 22.2 13ー0 16.9 63
配備されていない 35.7 33.3 24_1 33.5 125
初めて聞いた 34.9 25.9 50.0 35.1 131
NA 4.2 13.6 5.6 6.4 24
最下行と右端列以外は%
表8 ｢学校安全マニュアル｣利用状況
04.山形県教育委員会｢学校安全マニュアル(一般編.防災編)｣について 小 中 高 計
活用している 75.2 61.7 63.0 70.5 263
配備されているが活用していなし 20.6 24.7 22.2 21.7 81
配備されていない 0.8 7.4 1.9 2.4 9
初めて聞いた 1.3 3.7 5.6 2.4 9
NA 2.1 2.5 7.4 2.9 ll
計 238 81 54 100.0 373
見下行と右端列以外は%
表9 学校安全指導者研修会への派遣状況
Q5.｢子どものいのちを守る｣学校安全指導者研修 小 中 高 計
平成18年度に派遣 29.4 25.9 11.1 26.0 97
平成19年度に派遣 19.7 22.2 16.7 19.8 74
いずれも派遣していない 55.9 55.6 64.8 57.1 213
初めて聞いた 0.8 2.5 9.3 2.4 9
回答総数 238 81 54 100.0 373
複数回答.最下行と右端列以外は%
表10 教職員研修で必要な想定災害
Q6.どの災害を想定した安全.防災教育の教職員研修が必要だと思いますか 小 中 高 計
地震 81.1 85.2 87.0 82.8 309
津波 4.2 3.7 1.9 3.8 14
洪水 10.9 4.9 3.7 8.6 32
土砂崩れ 9.2 8.6 3.7 8.3 31
雷雨 15.1 8.6 7.4 12.6 47
火災 76.5 74.1 83.3 76.9 287
防犯 88.2 77.8 66.7 82.8 309
必要ない 0.4 0.3 1







































Q7.防災教育を行っていますか 小 中 高 計
教科教育で 17.2 35.8 14,8 20.9 72
総合的な学習で 2.9 12.3 3.7 5.1 21
特別活動等で 84.5 38.3 29.6 66.5 134
行っていない 8.0 30.9 57.4 20.1 108
複数回答,最下行と右端列以外は%
表12 防災教育を行っている教科(総合的な学習以外)
Q7_2.何の教科で行っていますか 小 中 高 計
理科 19 22 2 43
社会科 25 8 2 35
生活科 5 5
家庭科 1 4 1 6
保健体育 3 12 4 19
道徳 5 1 6
その他 2 2 4
Q7で教科教育で防災教育を行っているとした学校に対する設問.複数回答
表13 防災教育の教科と対象災害
Q7_3.何の災害を対象として取り上げていますか 小.理科 中.理科 小.社会 中.保体
地震 16 20 ll 8
津波 4 16 2 4
洪水 10 4 7 2
土砂崩れ 9 8 322 3
雷雨 1 4 3
火災 2 4 8




Q7_4.総合的な学習や特別活動の時 小 中 高 計間では,どのような内容や方法で
行っていますか
地域の自然環境や災害の学習 46 5 51
副読本を使った指導 115 2 117
視聴覚教材を使った指導 50 9 1 60
模型教材を使った指導 1 1
消防等の学外講師による指導 88 21 13 122
まち歩き 18 18
防災マップづくり 19 5 24
地震体験車体験 48 8 5 61
スモークハウス体験 23 1 210 10 8 26
避難所宿泊体験 0
応急処置の技能 8
ボランティア活動について 3 6 2 ll
災害時の心の理解.ケア 8 3 1 12




Q7_4.その合計時間は 小 中 高 計
1時間以内 24 7 3 34
～2時間 36 9 6 51
～3時間 32 6 2 40
～5時間 38 5 1 44
～10時間 16 2 1 19
～15時間 3 1 4
～30時間 3 1 4
NA 56 11 4 71
計(NA含む) 208 41 18 267















Q7_6.防災教育を行っていない理由 小 中 高 計
何の時間でやるべきか不明 10.5 8.0 22.6 14.7 45
マニュアルがない 5.3 8.0 3.2 5.3 17
適切な教材がない 15.8 20.0 12.9 16.0 49
指導する分掌がない 10.5 9.7 6.7 16
学校でやるべきか不明 4.0 3.2 2.7 10
時間を十分に取れない 63.2 68.0 61.3 64.0 193





Q8.防災教育を実施するにあたって課題だと思われることはなんですか 小 中 高 計 計
適切な教材がない 21.4 18.5 35.2 22.8 76
防災教育の時間を十分に取れない 46.2 64.2 63.0 52.5 180
指導方法がよくわからない 12.6 21.0 29.6 16.9 68
教職員間の共通理解ができていない 3.8 9.9 5.6 5.4 21
教職員の研修がない.少ない 31.9 37.0 29.6 32.7 99
地域から協力を得るのが難しい 3.8 3.7 3.2 7
特に課題はない 21.4 13.6 11.1 18.2 43
その他 8.4 2.5 5.6 6.7 15
回答総数 238 81 54 373 373
複数回答.最下行と右端列以外は%












































































































































































































































































07-3 07で｢1.教 斗●青のなかで行っている と答えられた学安にお尋ねします 何の災害を対象として取
り上げていますか｡次のうち当てはまるものを選び下記の欄に07-2の回答と併せて番号を記入してく
ださい｡
1.地震
4.土砂崩れ
7.その他 (
記入例 :理科-地震,津波
2.津波
5.雷雨
3.洪水
6.火災
07-2 ア
07-4 07で｢2.総合的な学習｣,｢3.特別活動等で行っている｣と答えられた学校にお尋ねします
その時間では,どのような内容や方法で行っていますか｡
さい｡また,それにあてる合計時数を記入してください｡
1.地域の自然環境や災害の学習
3.視聴覚教材を使った指導
5.消防等の学外講師による指導
7.防災マップづくり
9.スモークハウス体験
ll.応急処置の技能
13.災害時の心の理解 ･ケア
14.その他 (
合計時間数 ( 校時)
次のうち当てはまるものをすべてお選びくだ
2.副読本を使った指導
4.模型教材を使った指導
6.まち歩き
8.地震体験車体験
10.避難所宿泊体験
12.ボランティア活動について
07-5 Q7-ー4で ｢2_.__副読本を使っ_た指導｣_ーを選択された学校にお尋ねします.その副読本は何ですか｡
書名 ･出版社等 (
92 村山 :山形県の学校における防災教育の実態と課題
Q7-6 Q7で ｢4.行っていない｣__と答えられた学校にお尋ねします｡取り入れていない理由は何ですか.
次のうち当てはまるものをすべてお選び下さい｡
1.何の時間にやったらいいのかわからない
3.適切な教材がない
5.学校でやるべきことなのかわからない
7.災害は切迫していない
9.その他 (
※以下の質問は避難訓練も含めます
2.マニュアルがない
4.指導する分掌がない
6.時間を十分に取れない
8.防犯の方が大事である
匝司 防災教育を実施するにあたって課題だと思われる事柄は何ですか.次のうち当てはまるものをすべてお選び
ください｡また中でも特に裸題だと思う項目を1つ選び◎印をつけてください｡
1.適切な教材がない 2.防災教育の時間を十分取れない
3.指導方法がよくわからない 4.教職員間の共通理解ができていない
5.教職員の研修がない ･少ない 6.地域から協力を得るのが難しい
7.特に課題はない
8.その他 (
匝 最後に,防災教育について,またはこのアンケートについて,ご意見･ご感想等ございましたらお書きください.
また,防災に限らず安全教育について独自の取り組みをしておられたら,簡単にご紹介いただけると幸いです｡
もし差し支えなければ,本アンケー ト記入者のお名前と連絡先のご記入をお願いいたします｡
名前 ( )
電話,メイル等 ( )
質問は以上です｡ご協力ありがとうございました｡同封の返信用封筒に入れてお送りください｡
当研究チームでは,防災教育の授業実践プログラムを作成しています｡来年度授業実践にご協力いただける場合または
ご関心がある場合は,下記のうち当てはまるものに○をつけてください｡あわせて,Q9にご記入または別紙の連絡先に
直接メイル等をいただいても結構です｡内容,時間数等をはじめ,ざっくばらんにご相談させていただきたいと存じます｡
1.平成20年度防災教育実践について相談したい 2.具体的予定はないが相談してみたい
3.いずれでもない
